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避難指示発令

自宅待機
自宅での

安全が確認
在宅避難

公園・広場

地震（建屋倒壊）
津波
台風（風水害）
土砂崩れ

：災害発生前避難はない
：ハイランドの場合心配はない
：水害の心配はなく、風害ではむしろ自宅待機が安全
：周辺の一部のみが警戒地域、必要に応じ指定避難所へ
自治会館は警戒地域内のため避難先には不適

◼ 逗子ハイランド 災害発生前の避難

コロナ対応では、自宅・親戚
ご近所等での避難を推奨

指定避難所 地区防災拠点
（久木小学校）

福祉避難所（災害弱者）
高齢者/障害者⇒清寿苑
妊婦/乳幼児⇒TBD

＜災害発生後復旧/復興までの避難：指定避難所＞

復旧/復興

逗子ハイランド災害避難のグランドデザイン

＜災害発生前の事前避難：自宅待機を推奨＞

災害
発生

【災害のフェイズ】

◼ 逗子ハイランドでの災害避難は、一部をのぞき、自宅避難が推奨される

◼ 災害発生後の復旧/復興までの避難場所は久小などの指定避難所となる

逗子ハイランド自治会館は
住民に近い一時避難場所として
地震災害発生後、開設する
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＜災害発生直後の一時避難＞

自宅倒壊・火災など

在宅避難が困難

一時避難場所

ハイランド自治会館
（公園）
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西ヶ丘公園まわり 逗子ハイランド自治会館

テント 大

テント 大

テント 中

逗子ハイランド自治会館避難所レイアウト

防災倉庫

✓ 自治会館内：食料
✓ A：飲料水
✓ B：飲料水・トイレ衛生用品
✓ No1：避難所用品
✓ 地区：救助・救護資機材

自治会館内避難者生活スペース他

公園/駐車場避難者生活スペース

：逗子ハイランド自治会館、公園テント、駐車場

野外トイレ（テント）

ペット保管場所

B 会議室

生活スペース
（4家族）

（２家族）

（２家族）

（２家族）

逗子ハイランド避難所避難者収容能力（家族数）目安
：会館8/公園6/駐車場9 計23家族 70人程度

大規模地震発生時の想定必要収容能力の約40％
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野外トイレ
（発熱者専用）



避難者の受付とトリアージ 資料 6－③

発熱者

傷病

傷病者

C 会議室

発熱者
隔離スペース

和室

救護室 受付対応者

避難者

災害弱者 一般避難者

A/B 会議室

西が丘公園
テント

自治会館
駐車場

注）災害弱者（災害時の要配慮者）とは
• 障害者（肢体不自由者、知的障害者、視聴覚障害者）
• 体力の衰えた、あるいは認知症の高齢者
（自分自身で避難が出来る高齢者は除く）

• 妊婦（健常者に比べて重い保護を必要とする）
• 乳幼児

注）一般避難者の会館利用
• 避難者の受付が一段落した

段階で、A/B会議室にまだ
空きがある場合には、一般
の高齢者から順に案内する。

:発熱者/傷病者への対応と災害弱者優先の受付

注）緊急性が高い場合の対応
• 医療機関へ搬送（救急車の手配）

注）症状の確認
• 37.5 度以上の発熱
• 倦怠感・咳・咽頭痛
• 食欲不振・下痢鼻水
• 鼻閉・筋肉痛

健康管理
チェック
シート

避難者
登録票

２ｍ



◼ 避難のために自治会館に来られた住民への提供
✓ 受付終了後、必要な物資を提供する。

◼ 在宅避難の住民への提供
✓ 避難所本部と連携し、在宅避難の住民に物資提供日時を連絡する。

◼ 配布時、給与状況を帳票に記録する。

尚、配布場所は自治会館駐輪場とする。
倉庫

備蓄資機材

防災マット ● 32

毛布 ● 95

パーソナルテント ● 7

バケツ ● 9

発電機 ● 2

無鉛ガソリン ● 32L

ガソリンタンク ● 3

コードリール ● 5

ハロゲン投光器 ● 2

懐中電灯 ● 12

ランタン（電池式） ● 15

乾電池 ● 84

カセットコンロ ● 11

ガスボンベ ● 36本

水加熱キット ● 2

救急箱 ● 4

ヘルメット ● 15

防災ずきん ● 10

防災キッド ● 6

ハンドマイク ● 8

担架 ● 2

大型テント　大 ● 2

スタンドパイプ ● 1

保有数量
山側

No1

一般

格納

居住

電源供給

投光

光熱

救護他

＜避難所資機材備蓄状況 令和４年１月＞

＜食料・飲料水・衛生用品備蓄状況 令和4年１月＞

防災資機材備蓄状況 資料 6－④

倉庫

備蓄資機材 A B

五目ごはん ● 150食分

チキンライス ● 150食分

赤飯 ● 150食分

アルファ米セット ● 462食分

あんこ ● 50食分

いそべ ● 50食分

きなこ ● 50食分

チョコチップ ● 30食分

コーヒーナッツ ● 60食分

レーズン ● 60食分

赤ちゃんのおしりふき ● 180パック

飲料水 ● 600L

飲料水 ● 672L

飲料水 ● 240L

飲料水 ● 120L

消臭剤＋便袋 ● 1200回分

消臭剤＋便袋 ● 200回分

便座１＋便袋20　セッ

ト
● 2セット

トイレットペーパー ● 180ロール

紙おむつ（子供） ● M:80 L:68 Big:52

紙おむつ（大人） ● S:104 M:80 L:68 Big:52

餅

缶入りパ

ン

保有数量
会館内

倉庫

駐輪場

アルファ米

高

断熱

格納

断熱

格納

保存水

衛生用品

食料

衛生用品



感染症対策 資料 6－⑤

◼ 発熱者専用スペースの方へのお願い

➢ 体調が悪化した場合は、すぐに運営スタッフに申し出る

➢ 朝と夕に健康状態を確認

➢ 原則専用スペース内に留まる
万が一、専用スペースを出るときは運営スタッフに
声をかけ、マスクを着用し、他の避難者とソーシャル
ディスタンスを確保してなるべく接触を避けてください。
戻る際には、必ず石けんで手洗いをするか、消毒液で
手指消毒をします。

➢ トイレは、専用トイレ以外は使用しない
使用後は、便座などを消毒してください。

➢ ごみは、専用ゾーン内の専用ごみ箱に分別し、廃棄

➢ 家族を含めて、来訪者と面会を行わない

感染拡大防止にご協力いただいている専用スペースの
避難者（発熱者）への人権に配慮した行動をお願いします。

◼ 感染を広げないための避難所のルール

➢ 避難所内ではマスクを着用
※マスクが常時着用できない乳幼児など
もいますので、配慮をお願いします。

➢ 換気の励行
定期的に換気をお願いします。

➢ 避難所内は土足禁止
室内履きに履き替えましょう。

➢ 避難スペースに入る前には、消毒液で手指消毒

➢ 食事の前やトイレの後は、石けんで手を洗い、
消毒液で消毒

➢ 関係者以外は、発熱者専用スペースには立ち
入らない

➢ 随時、健康状態を自己チェックし、咳や発熱が
あるなど、少しでも体調が悪い方は報告する

東京都避難所管理運営指針より


